







長崎市の子 どもたちと比較 した｡その結果,石垣の子 どもたちは ≪人≫や ≪感































1948年にマリア ･ネイギーがブダペス トで子どもの死の意識を調査 したとき,子どもた
ちのアニミズム傾向が死の具体的なイメージ,大きい草刈 り鎌を持つ人,骸骨人,死の天






























石垣市の子どもたちに ｢死ぬとは どんなことだと おもいますか? あなたが 考えて
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いることを おしえてください｡｣ と,質問紙票で尋ねた12)｡小学校 4年生から中学校 3年


























年齢 男子(人)女子(人)性別不詳 計(人) 男子% 女子% 性別不詳% 計%
9歳 42 36 0 78 53.8% 46.2% 0.0% 9.4%
lo泉 75 67 1 143 52.4% 46.9% 0.7% 17.2%
11歳 55 56 0 111 49.5% 50.5% 0.0% 13.4%
12歳 74 71 0 145 51.0% 49.0% 0.0% 17.4%
13歳 83 63 1 147 56.5% 42.9% 0.7% 17.7%
14歳 79 69 0 148 53.4% 46.60/0 0.00/o 17.8%
15歳 27 32 0 59 45.8% 54.2% 0.0% 7.1%
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長崎における9歳から15歳の人数ならびに構成比
年齢 男子(人)女子(人)性別不詳 計(人) 男子% 女子% 性別不詳% 計%
9歳 102 97 0 199 51.3% 48.7% 0.0% 10.8%
10歳 104 106 1 211 49.3% 50.2% 0.5% ll.4%
11歳 87 80 0 167 52.1% 47.9% 0.0% 9.0%
12歳 85 91 2 178 47.8% 51.1% 1.1% 9.6%
13歳 205 200 3 408 50.2% 49.0% 0.7% 22.1%
14歳 149 147 1 297 50.2% 49.5% 0.3% 16.1%
15歳 191 196 1 388 49.2% 50.5% 0.3% 21.0%
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この子の場合,祖母が,つ らいけど人間は必ず死ぬ よ, と話 した｣｢い たい, くるしい
(9歳)｣｢もう家にもどってこないから,かわいそうと思います (9歳):≪人≫との別離
を理由とする ≪感情≫｣｢おそろしい し,こわい (10歳)｣｢とてもつらいとおもう (10歳)｣
｢その人がいなくなる,悲 しむ人がいる,死ぬのは嫌 (11歳)｣｢大変なこと,悲 しいこと
(11歳)｣｢恐いこと,何 もできない (12歳)｣｢恐い,友だちに二度 と会えない (12歳)｣
｢恐い,悲 しい,苦 しい,嫌 (12歳)｣｢しょうがない,それで世界が成 り立っているから
(12歳):≪感情≫≪説明≫｣｢とても恐いことだと思います｡せっかく親からもらった命だか




死について想像する｣｢大変なこと,最悪なこと,嫌なこと (14歳)｣｢つ らい (14歳)｣
｢寿命が来てしまうから,恐ろしいこと (14歳)｣｢母さんに会えないこと,友だちと遊べ
ないこと,とても悲 しいこと,こわい,ひとりばっち,死んだら終わ り (15歳):《事柄≫
≪人≫≪感情≫カテゴリの複合｣｢かわいそうだが,しょうがないこと (15歳)｣｢楽になる,































られなかったなどがある｡ 全体 として,石垣の ≪人》カテゴリの多きは,｢みんなと会
えなくなる｣という要素が強い｡
≪人≫に関する子 どもたちの言葉を拾 う｡ ｢もう誰 とも会えない (9歳)｣｢母や父や
友にもう二度 と会えないこと (9歳)｣｢友だちと会えなくなったり,遊べなくなる (9
読)｣｢この世から消える｡ 親 しかった人と話できない (9歳)｣｢家族 と離れる (9歳)｣
｢もう知ってる人に誰にも会えない (10歳)｣｢いなくなる,会えなくなる,悲 しい (ll
読)｣｢死ぬことはもう家族にも友だちにも誰にも会えなくなる｡この世からいなくなる
(12歳)｣｢もう二度 とその人に会えないこと (12歳)｣｢家族や友だちや好 きな人と離れ,
遠 くに行 く (13歳)｣｢自分が深 く関わっている人が悲 しみ,そして遊べなくなり楽 しさ
もなくなり,自分がこの世から消える (13歳)｣｢人が死んだら,たくさんの人たちが悲
しむ (13歳)｣｢大好 きな人とも会えなくなるし,苦 しい,そしてとても後悔 しそう (14
読)｣｢親戚や友だち,家族に会えなくなると思う (14歳)｣｢家族,友だちとの別れ (15
読)｣｢二度 と大切な人たちに会えないこと (15歳)｣｢人間の世界での存在がなくなるこ
とだと思 う｡ 会いた くても会えない,話 した くてもできないで,さびしそうに感 じる
(15歳)｣｢この世からいなくなる,忘れられる (15歳)｣｢この世から肉体は消えるけど,
思い出として人の心の中で生きている (15歳)｣
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石垣において ≪人≫カテゴリが多い背景には,死に関わる祭礼など人の濃密な交流が
存在する｡ 比嘉政夫は沖縄本島を事例 としてであるが一般論 として ｢沖縄の墓は,死者
を葬 り祭祀をおこなう場所であると同時に,死者 (阻先)と坐者 (子孫)との交流の場
であることを,清明祭など子孫が集う行事や墓前の広い空間の存在が示 しているように
思 う｣ と言う14)が,この点の石垣での妥当性は,亀甲墓の存在,旧暦 3月に墓前で集う
祭礼が石垣にもある点から推察できる｡ また例えば,石垣市竹富島において竹富小中学











図 7 石垣における ≪事柄≫の内容
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年をとってしまうからです (10歳)｣｢寿命がきれて死ぬ (10歳)｣｢やっぱり,病気 (10歳)｣
｢動かなくて,冷たい,息 していない (10歳)｣｢じいさんになったら力がな くなってしま






図9に示す ≪説明》そのものが石垣では長崎に比べて少ない｡図 1,2で示 したように,
≪説明》は石垣では5.9%で長崎の17.4%に及ばない｡ ≪説明》の内容を見ると,石壇で
はどの項目も長崎より少ないが,≪説明》のなかでは相対的に ｢運命 (1.9%)｣という考











分からない｡｣ と言う16-｡ ≪転生≫についてゴーラーは,｢来世もこの世の生と全 く同じで
あるという非正統的観念,あるいは,端的には生まれ変わりの観念｣ と解説 し,｢言うま
でもなく,それは,いかなる西洋キリス ト教の教義とも一致 しない｣ 17'と述べる｡
ゴーラーの調査票と集計をみると,転生に関わる質問は,｢来世を信 じますか｣に ｢は
い,いいえ,分からない｣で答えた後,｢信 じるなら,それほどのようなものでしょう｣
との問いに自由記述 した答えを分類 したもので,総計174名について ｢この世と同じ (5
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図10 《転生》に関する長崎の年齢変化と石堰
石垣の子 どもたちは ≪転生≫について次のように語る｡｢どこかで生きている (10歳)｣
｢またこの町に戻 りたいと思っている (10歳)｣｢死んだら何かに生 まれ変わる (10歳)｣
｢これから生まれてくる人のために神様が運命をあたえ,死んだら生まれ変わる (11歳)｣
｢また生まれ変わる,天国に行 く (11歳)｣｢この世から今の私が消え去っていって,ほか
の私が生まれ変わること (12歳)｣｢古い体を捨てて転生 して新 しい体になる (12歳)｣｢新
しい人間に生まれ変わること (12歳)｣｢生きているうちにいいことをしていたら,また次
にいい人に生まれかわる (12歳)｣｢生まれ変わる (13歳)｣｢記憶が全部消え,また生まれ
要わる (13歳)｣｢死ぬとは細胞が止まって,新 しく生まれ変わるための準備 (14歳)｣｢こ
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の世からいな くなって,別の生物に生まれ変わる (14歳)｣｢つらいこと,苦 しいこと,坐
まれ変わる (14歳)｣｢しかたないと思います,死んで も生まれ変わると思 うか ら｡ 寿命が
つ きるんだったらいいと思 う (15歳)｣｢自分が死んだら何かに生 まれ変わる (15歳)｣｢新





表 2をみると,女子が,≪感情≫について多 く思いを致 し,≪人≫や ≪事柄≫についても
多いことに気づ く｡ 女子の方が記述そのものが多 く,≪考えない≫ という割合 も少ない｡
表 2で,長崎 と比較 しての石垣の特徴であった ≪人≫ と ≪感情≫項 目について女子の方が
多い｡男女 を比較 してみると,石垣の特徴はどちらかといえば女子に現れていることにな
るが,女子の割合の多 さだけから石垣全体の多きを説明することはで きない｡






表 2 石垣 :死 とは何 かについての男女差
カテゴリ 男 女 差
(人数に対する割合) (男子がどれだけ多いか)
事 柄 34.9% 39.1% -4.1%
人 16.1% 21.8% -5.7%
説 明 6.0% 5.8% 0.1%
魂､ 霊 3.7% 3.6% 0.1%
他 界 10.3% ll.4% -1.1%
転 生 2.5% 4.1% -1.5%
感 情 27.8% 37.3% -9.5%
他 1.6% 1.8% -0.2%
考えない 3.4% 1.0% 2.4%
無 回 答 6.7% 6.1% 0.6%
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Ⅶ.おわりに
本調査によって死の意識の変遷を直接 にとらえることはで きないが,地域差 と変化の差
が結びついていると考えることはできる｡石垣においても,陵墓の近代化が進んでお り,






言 しにくい｡ しか し,考えていい仮説である｡
子 どもの死の意識 には,年齢段階による普遍性 をもった発達の位相 も現れるが,死の意
識研究 という文化に関わるテーマにおいては,文化の位相が現れているように思われる｡
石垣において,死ぬ もの死なないものの判断理由の検討では長崎 との違いは目立たなかっ
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